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I．活用協議会の目標  

 

 

 

成田空港は、2010 年 10 月には、発着容量 30 万回化の合意がなされ、以降、

国際線・国内線の新規就航や増便、本邦系ＬＣＣ２社の新規就航など、新た

な動きが活発化しているとともに、2013 年３月にはオープンスカイ化が予定

されている。また、成田空港への鉄道・バスアクセスの利便性向上、圏央道

の木更津－東金間の開通などにより、成田空港への広域アクセス整備も進展

している。  

こうした動きを背景に、成田空港を中心として、首都圏全体に広域的な人・

物・財の流れが生まれ、新たな航空需要の創出も期待できる状況 となって   

い る 。 こ の よ う な 流 れ を 大 き な ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス と 捉 え 、 民 間 事 業 者 の    

これまでにない斬新なアイディアを活かしつつ、官民が連携して、成田空港

30 万回化などの動きを本県経済の活性化につなげていくことが必要である。 

そのため、活用協議会において、成田空港からの流れを県内により多く   

取り込むとともに成田空港を成長させる事業を幅広く展開する。なお、活用

協議会は、５年間の活動期間の中で、集中的に事業を実施していくものとす

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（目標）成田空港を活用して千葉県経済を活性化する  

成田空港発着容量 30 万回化の合意  

<ネットワークの充実 > 

・国際線・国内線の充実  

・ＬＣＣ就航  

・オープンスカイ化  

<アクセスの充実 > 

・鉄道・バスアクセスの利便性  

向上  

・圏央道の開通  

 

（成田空港を中心とした広域的な流れの創出）  
（新たな航空需要の創出）  

≪活用協議会の目標≫                 

成田空港を活用して千葉県経済を活性化する  

◇成田空港からの流れを県内により多く取り込む  

◇成田空港を成長させる  
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II．実施事業  

１．（仮称）成田空港活用協議会で取り組む事業の考え方  

（１）グレード・アップ「ナリタ」活用戦略会議の戦略１から戦略３の実現  

「（仮称）成田空港活用協議会」は、グレード・アップ「ナリタ」活用    

戦略会議の戦略１から戦略３までの内容を効果的かつ効率的に実現して  

いくために設立されるものであり、この戦略の方向性に合致した事業を  

展開する。  

 

 

 

 

   

戦略３：成田空港をはじめとした千葉県のさまざまな「宝」を積極的に発信する

 ① 千葉の魅力を国内外に広く発信する

 ② 成田空港のアクセス向上・機能充実をきちんと知ってもらう

戦
略
４
 

成
田
空
港
の
活
用
に
向
け
て
総
合
的
に
取
り
組
む

（
仮
称

）
成
田
空
港
活
用
協
議
会
の
設
立

グレード・アップ「ナリタ」活用戦略会議・提言

戦略１：30万回化で拡大する人・物・財の流れを活かす

 ① ビジネス・観光の目的地としてふさわしい地域の魅力づくり

 ② 成田空港という優位性を活かした産業振興

 ③ ＬＣＣ・国内線を積極的に活用する仕組みづくり

戦略２：県内外と成田のスムーズな人・物の流れを強化する

 ① 成田空港利用者の利便性・快適性を向上

 ② 空港から県内外への交通アクセスをさらに充実
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（２）「コラボレーション」、「パートナーシップ」、「シェアリング」による

相乗効果の最大化  

（仮称）成田空港活用協議会で取り組む事業の検討・実施に際しての   

基本的な考え方として、「コラボレーション（連携）」、「パートナーシップ

（協力体制）」、「シェアリング（共有）」による、「オール千葉での『相乗    

効果の最大化』」が期待できる事業とする。  

 

①コラボレーション（連携）  <幅広い事業の連携・融合による進化 > 

同目的の事業を異なる団体が実施している場合、連携することによって

さらなる効果が期待できる。また、異なる事業を組み合わせることにより、

事業の進化・発展が期待できる。  

②パートナーシップ（協力）  <個々の力を発揮し協力し合う > 

協議会の参加者が個々の力を発揮し、かつ、協力し合うことで強固な   

ネットワークを構築する。  

③シェアリング（共有）  <理念・目標・情報を共有 > 

協議会の会員は、理念・目標を共有し、また、課題や成功体験（ノウハ

ウ）といった情報も共有していく。  

 

 

  

オール  
千葉での 
相乗効果の
最大化 

パートナーシップ 
（協力体制） 

コラボレーション  
（連携） 

シェアリング   
（共有） 
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２．協議会の事業フレーム  

協議会では、県経済活性化にプラスとなる民間事業者等のアイディアを

取り入れ、戦略的に実施していく。そのため、会員からの空港を活用して

ビジネスを拡大するアイディアや、成田空港に必要な組織を事業案として

まとめ、会員が協議会に提案・事業化する仕組みを作り出す。  

また、協議会には県内から幅広い参加を求めることで、様々な知見・   

ノウハウが集まることが期待できる。協議会内に部会・グループを設置し、

多様な参加者が、協議会という枠組みの中で、同じテーブルについて議論

することにより、新たな事業のアイディア、課題の解決策などが生まれる

ことを期待する。そのために、協議会では「民・官・関係団体を『ナリタ』

でつなぐ」場づくりを行う。  

これらの新たな事業のフレームを構築することによって、今までにない、

ユニークで効果的な事業を立案し、協議会で目指すこととされた提言に  

おける戦略の実現のため、必要な事業を戦略的に実施していく。  

 

 

【協議会の事業フレーム】 

 
  

提言における
戦略の実現 

民間のアイディアを実現する仕組み   

≪会員からの事業提案制度≫ほか 

民・官・関係団体を「ナリタ」で    
つなぐ場づくり 

≪部会・グループ制≫ほか 

今までにない、ユニークで効果的な事業を立案 
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３．事業の６本柱  

提言の実現に向け「（仮称）成田空港活用協議会」で取り組む事業として、

以下の６事業を設定。  

 

 

  

○ 国内線就航先での“ちば”ＰＲ事業

○ 新しい旅行商品の開発・情報発信

○ マーケットリサーチ

○ 海外での“ちば”ＰＲ事業

○ 新しい旅行商品の開発・情報発信

○ 外国人客の受入体制の整備支援

○ 県内企業向けイベント・セミナーの開催

○ 企業誘致・物流等に関する戦略等

○ 各機関の産業振興策の共有・ＰＲ

○ 空港内イベントの活用

○ 成田空港自体を楽しむ事業

○ 教育関連事業との連携

○ 利用促進キャンペーン

○ 成田空港アクセスＰＲ

○ マーケットリサーチ

○ 成田空港の利便性に関する要望・啓発

○ ２次交通の充実に関する検討・施策実施

○ マーケットリサーチ

グレ ード ・ ア ッ プ 「 ナリ タ 」 活用戦略会議・ 提言 事業の６ 本柱

≪活用協議会の目標≫　 成田空港を 活用し て千葉県経済を 活性化する

②
成田空港のアクセス向上・
機能充実をきちんと知ってもらう

②
空港から県内外への
交通アクセスをさらに充実

戦略３
成田空港をはじめとした千葉県のさまざ
まな宝を積極的に発信する

① 千葉の魅力を国内外に広く発信する

戦略２
県内外と成田のスムーズな人・物の流れ
を強化する

①

事業⑤
　OUR AIRPORTの利用促進

事業⑥
　成田空港の利便性向上

【 ＋α 】 民間提案
６ 本柱を も と に事業展開

戦略１
３０万回化で拡大する人・物・財の流れ
を活かす

事業①
　国内線利用者の県内観光の推進

①
ビジネス・観光の目的地として
ふさわしい地域の魅力づくり

成田空港利用者の利便性・快適性
を向上

事業②
　インバウンド県内観光の推進

②
成田空港という優位性を活かした
産業振興

③
ＬＣＣ・国内線を積極的に活用
する仕組みづくり

事業③
　成田空港発の県内企業ビジネスの創出

事業④
　ナリタファンの拡大
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事業の６本柱に沿って、具体的な事業アイディアとして、以下のとおり

事業メニュー（案）を整理。  

この事業メニュー（案）から、設立総会において、平成２５年度実施事

業【当初案】を選定。また、活用協議会設立後、会員からの新規提案を    

もとに実施事業を更に追加していく予定。  

 

 

【 ＋α 】 民間提案によ る 事業展開
（ 上事業の拡充　 or　 新規提案）

事業の６ 本柱 事業メ ニュ ー（ 案）

事業③　 成田空港発の県内企業ビ ジ ネスの創出

事業②　 イ ン バウン ド 県内観光の推進

事業①　 国内線利用者の県内観光の推進

事業④　 ナリ タ フ ァ ン の拡大

事業⑤　 OUR AI RPORT の利用促進

事業⑥　 成田空港の利便性向上

利用促進キャンペーンの実施（県外向け）

○ 新しい旅行商品の開発・情報発信

新しい旅行商品の開発・情報発信○

外国人客の受入体制の整備支援○

ターミナル・アクセス施設の使いやすさ向上の検討

○ マーケットリサーチ ＬＣＣ利用実態調査【望まれる2次交通を探る】

2次交通の充実に関する検討・
施策実施

○

○
成田空港の利便性に関する要望・
啓発

圏央道の早期開通・鉄道都心直結線整備に関する要望

ＣＩＱの改善に関する要望活動

県内周遊フリーパスの導入検討

定期観光バス/タクシー・レンタカー等の利用促進策検討

地域イベントへの臨時交通手段の提供

東京都心（・神奈川・埼玉）向けＰＲの実施

北関東向けＰＲの実施

県内向けＰＲの実施

○ マーケットリサーチ ＬＣＣ利用実態調査【出発客のニーズを探る】

成田空港のアクセスＰＲ○

利用促進キャンペーンの実施（県内向け）利用促進キャンペーン○

○ 成田空港自体を楽しむ事業
（航空愛好家発掘）

空港探検ツアー（大人も参加できる社会科見学）

○ 教育関連事業との連携 小中学校への利用啓発事業
※教育旅行用ワークブック制作・出前講座・特典付き記念チケットの配布　等

県産品コンクール（空弁企画etc）の開催

空港内での県産品の販売拡張（物産展・見本市等）

空港内イベントの活用
（地域資源の発掘）

○

県内大学生による「ナリタイメージアッププログラム」コンペ

○
県内企業向けイベント・セミナー
の開催

空港活用/航空物流に関するセミナーの開催

○ 企業誘致・物流等に関する戦略等 活用協議会内の関係メンバーによる検討会の開催
※既存調査等を積極活用○ 各機関の産業振興施策の共有・ＰＲ

県内観光における国別モデルコースの作成・発信

多言語対応の観光アプリの制作・提供

外国人観光客受入れセミナーの開催

MICE関連客の受入れ体制の充実

○ マーケットリサーチ ＬＣＣ利用実態調査【就航先利用者のニーズを探る】

○ 海外での“ちば”ＰＲ事業 既存ツールを積極利用したＰＲ活動

○ 国内線就航先での“ちば”ＰＲ事業 イベント・各種広告媒体を用いた“ちば”ＰＲ

成田空港起点の観光モデルコースの企画募集・策定

上記観光モデルコースに関するアプリの制作・提供

旅行代理店による旅行商品の企画販売への協力
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III．組織体制  

   

 

 

 

 

※各組織の主な役割  

総  会：事業計画の承認  

幹事会：事業計画の企画（審査・採択）  

    協議会事業の進捗管理  

部  会：事業提案の企画（検討）  

    会員間の意見・情報交換  

 

事務局：総会の開催  

    幹事会・部会の運営  

    事業案の検討・とりまとめ  

    協議会事業の実施  

 

 


